
エコプローブシリーズの最終兵器 
エコプローブとソニックドリルの振動技術が融合 
従来施工が困難であった礫層主体の地域でも一般土質並みのサンプリングを 
目標としながら小型・軽量というコンセプトを最優先しました。 

■本　　社：〒106-0032  東京都港区六本木7-3-7 
　　　　　　営業本部  TEL（03）5775-3939  FAX（03）5775-3967 

■塩山工場：〒404-0047  山梨県甲州市塩山三日市場1900-1 
　　　　　　 TEL（0553）20-2600  FAX（0553）20-2660

東亜利根ボーリング 
http://www.toa-tone.jp/

●専用ワイヤサンプラーを新設計することで、
通常の土壌サンプリングでも調査の迅速性を
高め、同時に精度の高いコア採取を実現 

●エアダンパー機構も新設計し、エコプローブ
とソニックドリルの振動特徴を融合 

●大型車で運搬可能な重量（機械本体5.5ton、
オプション装備別） 

●掘削径 8”まで対応 

POINT

エコプローブ EP-26 エコプローブ EP-10LH

EP-55

２００８年１０月発売開始！ 

エコプローブシリーズラインナップ 

（17） 平成20年（2008年）6月25日（水曜日） （第３種郵便物認可） （毎週水曜日発行）【特集企画】

新型エコプローブ「ＥＰ-55」開発
ソ
ニ
ッ
ク
ド
リ
ル
の
機
能
融
合

東
亜
利
根
ボ
ー
リ
ン
グ

東
亜
道
路
工
業
の
関
連
会
社
で
あ
る
東
亜
利
根
ボ
ー
リ
ン
グ
（
東
京
都
港
区
）
は
こ

の
ほ
ど
、
新
型
の
ボ
ー
リ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
「
Ｅ
Ｐ
―
55
」
を
開
発
し
、
発
表
し
た
。
一

般
的
な
土
壌
環
境
調
査
に
用
い
ら
れ
て
い
る
エ
コ
プ
ロ
ー
ブ
（
Ｅ
Ｐ
）
シ
リ
ー
ズ
の

「
Ｅ
Ｐ
―
26
」（
二
六
馬
力
）、
屋
内
土
壌
調
査
で
使
用
が
可
能
な
「
Ｅ
Ｐ
―
10
」（
一
〇

馬
力
）
に
続
く
新
型
機
で
、
土
壌
汚
染
浄
化
用
井
戸
の
掘
削
に
も
使
用
で
き
る
五
五
馬

力
の
大
型
機
と
な
る
。
特
殊
振
動
（
高
周
波
バ
イ
ブ
ロ
）
工
法
で
驚
異
的
な
掘
削
速
度

を
誇
る
ソ
ニ
ッ
ク
ド
リ
ル
（
Ｓ
Ｄ
）
の
機
能
を
Ｅ
Ｐ
と
融
合
さ
せ
た
も
の
で
、
送
水
掘

削
で
は
深
度
一
〇
〇
ｍ
の
掘
削
が
可
能
だ
。
同
社
で
は
今
年
度
下
期
に
量
産
を
開
始
す

る
予
定
で
、
今
年
度
は
一
〇
台
を
販
売
目
標
に
し
て
い
る
。

送
水
掘
削
で
１
０
０

ｍ
ボ
ー
リ
ン
グ
可
能

従
来
の
Ｅ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
が

土
壌
環
境
調
査
に
タ
ー
ゲ
ッ

優
先
し
た
モ
デ
ル
。
ワ
イ
ヤ

ラ
イ
ン
サ
ン
プ
ラ
ー
を
新
開

発
し
、
通
常
の
土
壌
サ
ン
プ

リ
ン
グ
で
も
調
査
の
迅
速
性

を
高
め
、
同
時
に
精
度
の
高

い
コ
ア
採
取
が
可
能
と
な
っ

だ
。同

機
は
施
工
が
困
難
だ
っ

た
礫れ

き

層
の
地
域
で
も
一
般
土

質
並
み
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を

目
標
と
し
な
が
ら
小
型
・
軽

量
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
最

た
。タ

ー
ゲ
ッ
ト
市
場
は
原
位

置
浄
化
工
事
な
ど
土
壌
浄
化

と
礫
層
に
お
け
る
土
壌
調
査

な
ど
だ
。
関
東
及
び
近
県
の

群
馬
や
栃
木
、
長
野
、
岐
阜

県
と
い
っ
た
地
域
で
は
礫
層

主
体
の
地
層
が
あ
り
、
土
壌

環
境
調
査
が
難
し
い
案
件
が

多
数
あ
る
。「
Ｅ
Ｐ
―
26
」

で
は
難
し
か
っ
た
こ
う
し
た

地
域
に
対
応
す
る
た
め
、
高

出
力
の
機
械
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
。
浄
化
工
事
で
は
原

位
置
浄
化
に
対
す
る
期
待
と

評
価
が
高
ま
っ
て
お
り
、
小

型
で
高
効
率
ボ
ー
リ
ン
グ
マ

シ
ー
ン
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
い
る
。

同
社
で
販
売
し
て
い
る
ボ

ー
リ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
の
う

ち
、
大
型
の
高
速
掘
削
機

「
ソ
ニ
ッ
ク
ド
リ
ル
」（
Ｓ
Ｄ
）

が
こ
れ
ま
で
土
壌
浄
化
の
現

場
で
は
使
用
さ
れ
て
き
た
。

一
五
〇
馬
力
の「
Ｓ
Ｄ
―
150
」

な
ど
を
活
用
し
た
工
事
に
多

く
の
ユ
ー
ザ
ー
が
興
味
を
寄

せ
て
い
た
が
、
六
〇
〇
〇
万

円
を
超
え
る
高
額
商
品
で
あ

る
点
、
低
床
ト
レ
ー
ラ
ー
で

運
搬
が
必
要
な
大
き
な
サ
イ

ズ
か
ら
、
オ
ー
バ
ー
ス
ペ
ッ

ク
だ
と
考
え
る
ユ
ー
ザ
ー
か

ら
中
位
機
種
の
要
望
が
出
て

い
た
。

Ｅ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
は
、
高
周

波
バ
イ
ブ
ロ
を
活
用
し
た
掘

削
機
で
無
水
の
高
速
サ
ン
プ

リ
ン
グ
が
で
き
る
点
が
特

長
。
試
料
の
発
熱
を
抑
え
る

た
め
、
試
料
品
質
の
高
さ
に

定
評
が
あ
る
。
バ
イ
ブ
ロ
か

ら
発
生
す
る
起
振
力
は
エ
ア

ダ
ン
パ
ー
で
効
果
的
に
ツ
ー

ル
ス
に
伝
達
し
、
高
速
サ
ン

プ
リ
ン
グ
が
可
能
に
な
っ
て

い
る
。
三
月
に
実
施
さ
れ
た

東
京
都
の
豊
洲
新
市
場
予
定

地
の
土
壌
調
査
で
も
「
Ｅ
Ｐ

―
26
」
が
多
数
現
場
で
用
い

ら
れ
る
な
ど
、
Ｅ
Ｐ
シ
リ
ー

ズ
の
シ
ェ
ア
は
大
き
い
。
騒

45
00

5° 5° 

300300
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（単位はmm） 

マ
ス
ト
を
下
げ
た
Ｅ
Ｐ
―
55

音
が
低
い
点
も
特
長
で
、

「
Ｅ
Ｐ
―
26
」
で
も
高
速
バ

イ
ブ
ロ
運
転
中
四
七
デ
シ
ベ

ル
に
押
え
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、Ｓ
Ｄ
シ
リ
ー
ズ
は
、

①
特
殊
振
動
（
高
周
波
バ
イ

ブ
ロ
）
工
法
に
よ
り
あ
ら
ゆ

る
地
層
へ
の
対
応
②
高
速
掘

削
の
実
現
③
無
水
掘
削
が
可

能
（
地
層
に
よ
る
）
④
連
続

コ
ア
サ
ン
プ
リ
ン
グ
が
可
能

⑤
サ
ン
プ
ル
採
取
率
は
ほ
ぼ

一
〇
〇
％
⑥
サ
ン
プ
リ
ン
グ

掘
削
一
八
〇
ｍ
ま
で
⑦
低
振

動
、
低
騒
音
工
法
⑧
振
動
の

圧
密
効
果
に
よ
り
、
廃
土
が

少
な
い
（
岩
盤
を
除
く
）
―

―
な
ど
が
特
長
だ
。
高
速
振

動
を
利
用
す
る
た
め
、
削
孔

内
面
を
締
め
固
め
る
効
果
も

高
く
、
非
常
に
質
の
良
い
ボ

ー
リ
ン
グ
抗
が
で
き
る
の
も

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。「
Ｓ
Ｄ

―
250
Ａ
」（
二
五
〇
馬
力
）、

「
Ｓ
Ｄ
―
200
Ａ
」（
二
〇
〇
馬

力
）、「
Ｓ
Ｄ
―
150
Ｔ
」（
一

五
〇
馬
力
）
な
ど
が
主
要
機

器
と
し
て
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ

れ
、「
Ｅ
Ｐ
―
26
」
と
比
べ

る
と
、
小
さ
く
て
も
約
六
倍

以
上
の
機
能
を
持
つ
。
径
二

〇
〇
ｍ
ｍ
の
掘
削
で
は
四
、

五
時
間
程
度
で
一
〇
〇
ｍ
の

掘
削
が
可
能
な
超
高
速
モ
デ

ル
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
Ｓ
Ｄ
シ
リ
ー
ズ

と
Ｅ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
の
機
能
を

融
合
さ
せ
た
「
Ｅ
Ｐ
―
55
」

の
基
本
的
な
機
能
等
を
見
る

と
、「
Ｅ
Ｐ
―
26
」
の
サ
ン

プ
リ
ン
グ
能
力
（
一
般
土
質

三
〇
ｍ
、
砂
礫
層
で
も
対
応

可
能
）
に
対
し
、
礫
径
の
大

き
な
地
域
（
Ｎ
値
五
〇
を
超

え
る
よ
う
な
場
所
）
で
も
深

度
五
〇
ｍ
ま
で
無
水
サ
ン
プ

リ
ン
グ
が
可
能
だ
。
送
水
掘

り
に
も
対
応
し
、
各
種
土
質

に
対
応
し
た
効
率
的
な
掘
削

が
可
能
と
な
っ
た
。

Ｓ
Ｄ
と
同
様
に
二
重
管
同

時
掘
削
が
可
能
で
、
送
水
掘

り
の
場
合
、
径
一
五
〇
ｍ
ｍ

で
深
度
一
〇
〇
ｍ
ま
で
施
工

が
で
き
る
。
径
二
〇
〇
ｍ
ｍ

で
も
深
度
五
〇
ｍ
ま
で
掘
削

可
能
だ
。

サ
ン
プ
リ
ン
グ
時
は
一
ｍ

ツ
ー
ル
を
使
用
し
、
そ
れ
以

外
は
二
ｍ
ロ
ッ
ド
に
対
応
し

て
い
る
。
専
用
の
ワ
イ
ヤ
ラ

イ
ン
サ
ン
プ
ラ
ー
を
新
設
計

す
る
こ
と
で
、
コ
ア
リ
ン
グ

の
精
度
と
効
率
が
向
上
し

た
。
Ｍ
Ｔ
60
ロ
ッ
ド
＋
Ｔ
Ｒ

105
ケ
ー
シ
ン
グ
が
標
準
ツ
ー

ル
ス
と
な
る
。
オ
プ
シ
ョ
ン

で
油
圧
ホ
ル
ダ
兼
ロ
ッ
ド
ブ

レ
ー
カ
を
装
備
す
る
こ
と
も

可
能
だ
。

足
回
り
は
旋
回
機
能
を
持

た
せ
た
た
め
、
現
場
で
の
機

動
性
も
高
い
。
マ
ス
ト
チ
ル

ト
（
傾
斜
）
機
能
を
持
た
せ
、

不
整
地
で
の
鉛
直
掘
削
精
度

を
確
保
す
る
ほ
か
、
姿
勢
安

定
の
た
め
に
オ
プ
シ
ョ
ン
で

ジ
ャ
ッ
キ
四
本
装
備
す
る
。

エ
ア
ダ
ン
パ
ー
機
構
も
新

設
計
に
よ
る
も
の
で
、
Ｅ
Ｐ

と
Ｓ
Ｄ
の
振
動
特
長
を
融
合

し
た
。
エ
ア
ダ
ン
パ
ー
は
、

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
か
ら
の
エ

ア
供
給
方
式
の
た
め
抜
管
時

の
逆
打
ち
に
対
応
し
て
い

る
。操

作
系
は
Ｓ
Ｄ
ス
タ
イ
ル

で
新
た
に
設
計
し
て
い
る
。

排
ガ
ス
三
次
規
制
適
合
エ
ン

ジ
ン
を
搭
載
し
オ
フ
ロ
ー
ド

法
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
大

気
環
境
に
も
配
慮
し
た
設
計

に
な
っ
て
い
る
。

機
械
本
体
重
量
は
五
・
五

ｔ
。
大
型
車
で
運
搬
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

同
社
で
は
更
に
、
小
型
地

中
熱
採
熱
杭
施
工
の
分
野
も

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
一
つ
と
し
て

見
て
い
る
。
燃
料
高
騰
を
背

景
と
し
て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
注
目
が
集
ま
る
中
、
住
宅

の
空
調
や
道
路
融
雪
な
ど
地

中
熱
を
利
用
し
た
施
設
が
増

加
し
て
お
り
、
地
中
熱
利
用

の
た
め
の
ボ
ア
ホ
ー
ル
の
施

工
に
も
活
用
で
き
る
よ
う
機

能
を
考
慮
し
た
と
し
て
い

る
。中

で
も
住
宅
街
の
施
工
で

は
、
迅
速
性
と
静
粛
性
が
求

め
ら
れ
る
が
、
同
機
は
そ
の

要
求
に
耐
え
る
性
能
を
有
し

て
お
り
、
今
後
の
活
用
に
期

待
が
集
ま
り
そ
う
だ
。

Ｅ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
の
「
Ｅ
Ｐ

―
26
」
及
び
「
Ｅ
Ｐ
―
10
」

は
こ
れ
ま
で
に
地
質
調
査
業

を
中
心
に
一
〇
〇
台
超
が
納

入
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
高
速
大
型
ボ
ー
リ

ン
グ
マ
シ
ー
ン
の
「
Ｓ
Ｄ
」

シ
リ
ー
ズ
は
、
汚
染
土
壌
の

原
位
置
浄
化
工
事
で
実
績
の

高
い
田
中
環
境
開
発
（
東
京

都
豊
島
区
）等
に
納
入
さ
れ
、

土
壌
浄
化
工
事
な
ど
で
活
躍

し
て
い
る
。

「
Ｅ
Ｐ
―
55
」
は
現
在
、

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
機
が
完
成

し
、
同
社
塩
山
工
場
（
山
梨

県
甲
州
市
）
で
試
験
ボ
ー
リ

ン
グ
が
行
わ
れ
て
お
り
、
順

調
に
行
け
ば
今
年
度
下
期
に

量
産
を
開
始
し
、
同
年
度
内

に
は
一
〇
台
を
販
売
し
た
い

と
し
て
い
る
。

「
Ｅ
Ｐ
―
26
」
を
所
有
し
、

土
壌
汚
染
調
査
を
行
っ
て
い

る
地
質
調
査
業
や
、
土
壌
浄

化
工
事
事
業
者
、
小
型
地
中

熱
施
工
業
社
を
主
な
販
売
先

と
し
て
い
る
。

価
格
は
二
九
〇
〇
万
円

（
標
準
型
本
体
の
み
、税
別
）。

土
壌
浄
化
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

試験掘削しているEP-55プロトタイプ機
（東亜利根ボーリング塩山工場にて）

ト
を
絞
っ
た
も
の
で
あ
る
の

に
対
し
、「
Ｅ
Ｐ
―
55
」
は

土
壌
環
境
調
査
に
加
え
、
土

壌
浄
化
用
の
井
戸
掘
削
な
ど

を
視
野
に
入
れ
た
設
計
と
な

っ
て
い
る
点
が
大
き
な
特
長

Ｓ
Ｄ
タ
イ
プ
の
操
作
盤
を
採
用

Ｅ
Ｐ
と
Ｓ
Ｄ
の
機
能
融
合

Ｅ
Ｐ
│
55
基
本
性
能

小
型
地
中
熱
杭
施
工

も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
機
に
よ

る
試
験
掘
削
ス
タ
ー
ト

ＥＰ‐５５とＥＰ‐２６比較表

ＥＰ－５５ ＥＰ－２６

パワースイベル部

型式 油圧モータ駆動 油圧モータ駆動

スピンドル回転数 ＬＯＷ24.2[ｍｉｎ-1] ＬＯＷ30[ｍｉｎ-1]

ＨＩＧＨ74.1[ｍｉｎ-1] ＨＩＧＨ60[ｍｉｎ-1]

スピンドルトルク ＬＯＷ7.0[ｋＮｍ] ＬＯＷ3.4[ｋＮｍ]（346.8kg-m）

（714.0kg-m）

ＨＩＧＨ2.3[ｋＮｍ] ＨＩＧＨ1.7[ｋＮｍ] 

（234.6kg-m） （173.4kg-m）

フィード部

型式 油圧シリンダチェーンフィード 油圧シリンダチェーンフィード

給圧力 49.0[ｋＮ]（5000ｋｇｆ） 20.6[ｋＮ]（2100ｋｇｆ）

バランス力（最大） 98.0[ｋＮ]（10000ｋｇｆ） 97.8[ｋＮ]（9975ｋｇｆ）

速度 － 0～11.1[ｍ/ｍｉｎ]

ストローク 1.8[ｍ] 1.4[ｍ]

バイブロ部

最大振動数 4000[ｃｐｍ] 4000[ｃｐｍ]

最大起振力 78.4[ｋＮ]（8000kgf） 38[ｋＮ] （3900kgf）

マスト

形式 油圧シリンダ起倒式 油圧シリンダ起倒式

マストスライド 500[ｍｍ] 500[ｍｍ]

チルト機能 あり（左右±5°） なし

ヘッドシーブ 固定式 手動スライド式

ストローク730[ｍｍ]

ウインチ

巻き能力 3.9[ｋＮ]（400ｋｇｆ） 3.9[ｋＮ]（400ｋｇｆ）

Ｍａｘ2本掛け7.8ｋＮ

巻き速度 0～50[ｍ/ｍｉｎ]2本掛け時 0～50[ｍ/ｍｉｎ]

ワイヤサイズ 選択可能 5[ｍｍ]×23[ｍ]

重量

総重量 5500[ｋｇ] 2650[ｋｇ]

（※標準状態、オプションなし）

クローラー

駆動方式 油圧駆動式 油圧駆動式

旋回機能 あり なし

形式 4Ｍ40Ｅ1（三菱） ｚｘ27ｕ2/17（日立建機）

エンジン 55/2100（ｐｓ/ｒｐｍ） 26.8/2200（ｐｓ/ｒｐｍ）


